
農業経営者の平均年齢
指定地域︓宮城県登⽶市
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農業経営者の年齢構成
指定地域︓宮城県登⽶市
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【出典】
農林⽔産省「農林業センサス」再編加⼯

【注記】
農業経営者︓農業経営の管理運営の中⼼となっている者をいい、⽣産品⽬や規模、請け負う農作業の決定、具体的な作業時期や作業体制、労働や資本の投⼊、資⾦調達
といった経営全般を主宰する者をいう。
基幹的農業従事者︓15歳以上の世帯員のうち、ふだん仕事として主に⾃営農業に従事している者をいう。
農業経営者、基幹的農業従事者は、2015年までは販売農家（経営耕地⾯積が30ａ以上⼜は農産物販売⾦額が年間50万円以上の農家）、2020年は個⼈経営体（個⼈（世
帯）で事業を⾏う法⼈化していない経営体）の値であるため、2015年までの結果と2020年の結果は接続しない。
農業就業⼈⼝︓農業従事者のうち調査期⽇前１年間に⾃営農業のみに従事した者、農業とそれ以外の仕事の両⽅に従事した者のうち⾃営農業が主の者の⼈⼝をいう。な
お、農業従事者とは、15歳以上の世帯員のうち、調査期⽇前１年間に⾃営農業に従事した者をいう。

2020年農林業センサスでは、「農業経営者」から「経営主」に表象名が変更されている。（定義は同⼀）
2020年農林業センサスでは、「農業就業⼈⼝」は把握されていないため、2015年までの表⽰となっている。

【参照メニュー】
産業構造マップ→農業→農業者分析→年齢構成・平均年齢

2020年の農業経営者の平均年齢は、全国平均より低い。
2020年の44歳以下の農業経営者の割合は、2015年と⽐較して増減はない。

グラフから
読み取れること

【⽬的】農業経営者の年齢構成を把握し、年齢構成の変化を確認しよう。


